
 

 

平成 22 年 12 月 22 日 

各 位 

会 社 名  SBI ネットシステムズ株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 内山 昌秋 

（コード番号 2355 東証マザーズ） 

問 い合 せ先  経 営 企 画 部 長 前田 真嗣 

電 話 番 号  03-5206-3081（代表） 

    

((((訂正訂正訂正訂正))))    「「「「平成平成平成平成 22222222 年年年年 3333 月期月期月期月期    決算短信決算短信決算短信決算短信」」」」のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

当社は、平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」において、過

年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線  を付して表示しております。 

 

記 

1． 訂正の経緯 

平成 22 年 7 月 28 日付「当社の前身である旧株式会社シーフォーテクノロジーにおける会計処理に関

する調査委員会の設置について」及び平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に

関するお知らせ」をご参照ください。 

 

2． 訂正を行う決算短信の概要 

決算期  平成 22 年 3 月期 

公表日  平成 22 年 4 月 26 日 

 

以 上 
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平成22年４月26日 

 

   

 

   

 

(訂正前) 

 

 
  

 

 
  

 

 

 
  

(訂正後) 

 

 
  

 

 
  

 

 

 
  

平成22年３月期 決算短信

上 場 会 社 名 SBIネットシステムズ株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2355 URL http://sbins.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)内山  昌秋
問合せ先責任者 (役職名)経営企画部長 (氏名)前田  真嗣 TEL (03)5206－3081  

定時株主総会開催予定日 平成22年６月25日 配当支払開始予定日 ─

有価証券報告書提出予定日 平成22年６月29日

(百万円未満切捨て)

1. 22年3月期の連結業績（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（1） 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期 4,347 △28.2 △433 ― △497 ― △873 ─

21年３月期 6,055 96.5 42 ─ 47 ─ △327 ─

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高 
営業利益率

円銭 円銭 ％ ％ ％

22年３月期 △2,091.29 ─ △33.5 △13.9 △10.0

21年３月期 △1,004.87 ─ △21.1 1.2 0.7

（参考） 持分法投資損益 22年３月期 ─百万円 21年３月期 ─百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円銭

22年３月期 3,296 2,173 65.9 5,197.06

21年３月期 3,858 3,041 78.8 7,276.28

（参考） 自己資本 22年３月期 2,171百万円 21年３月期 3,039百万円

（1） 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期 4,347 △28.2 △433 ― △497 ― △873 ─

21年３月期 6,050 96.3 91 ─ 95 ─ △230 ─

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高 
営業利益率

円銭 円銭 ％ ％ ％

22年３月期 △2,091.29 ─ △33.5 △13.9 △10.0

21年３月期 △707.13 ─ △15.3 2.5 1.5

（参考） 持分法投資損益 22年３月期 ─百万円 21年３月期 ─百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円銭

22年３月期 3,301 2,178 65.9 5,210.16

21年３月期 3,858 3,047 78.9 7,289.38

（参考） 自己資本 22年３月期 2,176百万円 21年３月期 3,045百万円
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(訂正前) 

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

 

 
  

(訂正後) 

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

 

 
  

(参考) 個別業績の概要

1. 22年３月期の個別業績（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期 548 45.6 △191 ─ △188 ─ △289 ─

21年３月期 376 △61.5 △317 ─ △314 ─ △404 ─

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益
円銭 円銭

22年３月期 △693.52 ─

21年３月期 △1,240.16 ─

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

22年３月期 2,945 2,705 91.8 6,475.31

21年３月期 3,064 2,990 97.5 7,157.88

(参考) 自己資本 22年３月期 2,705百万円 21年３月期 2,990百万円

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期 548 45.6 △191 ─ △188 ─ △289 ─

21年３月期 372 △61.9 △268 ─ △266 ─ △307 ─

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益
円銭 円銭

22年３月期 △693.52 ─

21年３月期 △942.42 ─

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

22年３月期 2,950 2,710 91.9 6,488.41

21年３月期 3,064 2,995 97.8 7,170.97

(参考) 自己資本 22年３月期 2,710百万円 21年３月期 2,995百万円
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(訂正前) 

当連結会計年度におけるわが国経済は、外需主導により景気指標の一部に回復の兆しはみられるも

のの、長引くデフレの進行により景気回復の実感が乏しく、全般的に厳しい状況で推移いたしまし

た。 

当社の属する情報サービス業界におきましては、業界再編等の将来を見据えた動きも顕著になり、

新たな局面を迎えつつありますが、企業収益の低下等による情報化投資の縮小や延期等、設備投資を

抑制する動きが依然として続いており、業界内における競争も激しさを増しております。 

このような状況の下、当社グループは、金融の枠を超えた「総合金融情報企業」への進化を目指す

ＳＢＩグループにおける「システムソリューション事業」のコア企業として、ＳＢＩグループとの事

業シナジーを高め、金融機関向けソリューションの提供に経営資源を集中させ、業績回復に積極的に

取り組んでまいりました。また、継続的なコストの圧縮や見直し等徹底したコスト削減にも取り組ん

でまいりました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は4,347百万円（前期は売上高6,055百万円）、営業損失は433

百万円（前期は営業利益42百万円）、経常損失は497百万円（前期は経常利益47百万円）、当期純損

失は873百万円（前期純損失は327百万円）となりました。 
  
品目別の業績は、次のとおりであります。 

なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。 
  

金融機関を中心とする顧客の設備投資意欲等の減退が長期化する中、受託開発を主力とするＳＢＩ

トレードウィンテック株式会社において、受注計画に遅れが生じ、さらに、受注案件の検収時期の変

更による売上計上計画の遅延が発生したこと等により、売上高は前年同期比42.9%減の2,120百万円と

なりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社の金融システム運用・保守業務が長期化する世界的な金融危

機の影響による金融機関各社のコスト削減のあおりを受け、売上高は前年同期比12.5%減の1,632百万

円となりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社の証券導入コンサルティングは順調に推移しましたが、既存

のセキュリティコンサルティングが縮小傾向にあるため、売上高は前年同期比23.7%減の139百万円と

なりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社及び株式会社ＳＢＩテクノロジーにおける製品販売が順調に

推移したため、売上高は前年同期比40.2%増の167百万円となりました。 
  

上記に区分されないその他の売上高はＳＢＩグループとのシナジー効果によるグループ向け案件の

増加により、売上高は前年同期比67.7%増の288百万円となりました。 

  

1. 経営成績

（1） 経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

（受託開発）

（運用・保守）

（コンサルティング）

（製品等販売）

（その他）
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(訂正後) 

当連結会計年度におけるわが国経済は、外需主導により景気指標の一部に回復の兆しはみられるも

のの、長引くデフレの進行により景気回復の実感が乏しく、全般的に厳しい状況で推移いたしまし

た。 

当社の属する情報サービス業界におきましては、業界再編等の将来を見据えた動きも顕著になり、

新たな局面を迎えつつありますが、企業収益の低下等による情報化投資の縮小や延期等、設備投資を

抑制する動きが依然として続いており、業界内における競争も激しさを増しております。 

このような状況の下、当社グループは、金融の枠を超えた「総合金融情報企業」への進化を目指す

ＳＢＩグループにおける「システムソリューション事業」のコア企業として、ＳＢＩグループとの事

業シナジーを高め、金融機関向けソリューションの提供に経営資源を集中させ、業績回復に積極的に

取り組んでまいりました。また、継続的なコストの圧縮や見直し等徹底したコスト削減にも取り組ん

でまいりました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は4,347百万円（前期は売上高6,050百万円）、営業損失は433

百万円（前期は営業利益91百万円）、経常損失は497百万円（前期は経常利益95百万円）、当期純損

失は873百万円（前期純損失は230百万円）となりました。 
  
品目別の業績は、次のとおりであります。 

なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。 
  

金融機関を中心とする顧客の設備投資意欲等の減退が長期化する中、受託開発を主力とするＳＢＩ

トレードウィンテック株式会社において、受注計画に遅れが生じ、さらに、受注案件の検収時期の変

更による売上計上計画の遅延が発生したこと等により、売上高は前年同期比42.9%減の2,120百万円と

なりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社の金融システム運用・保守業務が長期化する世界的な金融危

機の影響による金融機関各社のコスト削減のあおりを受け、売上高は前年同期比12.5%減の1,632百万

円となりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社の証券導入コンサルティングは順調に推移しましたが、既存

のセキュリティコンサルティングが縮小傾向にあるため、売上高は前年同期比22.0%減の139百万円と

なりました。 
  

ＳＢＩトレードウィンテック株式会社及び株式会社ＳＢＩテクノロジーにおける製品販売が順調に

推移したため、売上高は前年同期比40.2%増の167百万円となりました。 
  

上記に区分されないその他の売上高はＳＢＩグループとのシナジー効果によるグループ向け案件の

増加により、売上高は前年同期比67.7%増の288百万円となりました。 
  

（受託開発）

（運用・保守）

（コンサルティング）

（製品等販売）

（その他）
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(訂正前) 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ562百万円減少し、3,296百万円とな

りました。これは、有形固定資産が113百万円、ソフトウエアが206百万円それぞれ増加した一方、現

金及び預金が479百万円、受取手形及び売掛金が148百万円、差入保証金が113百万円、のれんが103百

万円それぞれ減少したことがその主な要因であります。 
  

当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ306百万円増加し、1,122百万円となり

ました。これは、短期借入金が250百万円、リース債務が164百万円増加したことがその主な要因であ

ります。 
  

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ868百万円減少し、2,173百万円とな

りました。これは、当期純損失を計上したことにより利益剰余金が873百万円減少したことがその主

な要因であります。 
  

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比較して479百万円減少し、331百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 
  

営業活動の結果使用した資金は、234百万円（前期は107百万円の獲得）となりました。これは、減

価償却費185百万円、のれん償却額103百万円、売掛債権の減少126百万円、ソフトウエア評価損225百

万円があった一方、税金等調整前当期純損失842百万円、たな卸資産の増加28百万円、仕入債務の減

少38百万円がその主な要因であります。 
  

投資活動の結果使用した資金は、480百万円（前期は1,388百万円の使用）となりました。これは、

有形固定資産の取得による支出88百万円、無形固定資産の取得による支出507百万円、差入保証金の

差入による支出139百万円があった一方、敷金及び保証金の回収による収入271百万円があったことが

その主な要因であります。 
  

財務活動の結果獲得した資金は、244百万円（前期は4百万円の獲得）となりました。これは、短期

借入金の増加250百万円があったことがその要因であります。 
  

 
(注)  自己資本：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
１．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 
２．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており
ます。 

３．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による
キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を使用しております。 

４．平成18年３月期、平成19年３月期及び平成20年３月期、平成22年３月期におけるキャッシュ・フロー対有利
子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載して
おりません。 

（2） 財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

（負債）

（純資産）

② キャッシュ・フローの分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

自己資本比率 30.2% △4.4% 1.7% 78.8% 65.9%

時価ベースの自己資本比率 310.8% 61.6% 132.4% 131.2% 153.6%

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率

─ ─ ─ 97.8% ─

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

─ ─ ─ 11.9倍 ─
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(訂正後) 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ557百万円減少し、3,301百万円とな

りました。これは、有形固定資産が113百万円、ソフトウエアが206百万円それぞれ増加した一方、現

金及び預金が479百万円、受取手形及び売掛金が148百万円、差入保証金が113百万円、のれんが103百

万円それぞれ減少したことがその主な要因であります。 
  

当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ311百万円増加し、1,122百万円となり

ました。これは、短期借入金が250百万円、リース債務が164百万円増加したことがその主な要因であ

ります。 
  

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ868百万円減少し、2,178百万円とな

りました。これは、当期純損失を計上したことにより利益剰余金が873百万円減少したことがその主

な要因であります。 
  

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と

比較して479百万円減少し、331百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 
  

営業活動の結果使用した資金は、234百万円（前期は107百万円の獲得）となりました。これは、減

価償却費185百万円、のれん償却額103百万円、売掛債権の減少126百万円、ソフトウエア評価損225百

万円があった一方、税金等調整前当期純損失842百万円、たな卸資産の増加28百万円、仕入債務の減

少38百万円がその主な要因であります。 
  

投資活動の結果使用した資金は、480百万円（前期は1,388百万円の使用）となりました。これは、

有形固定資産の取得による支出88百万円、無形固定資産の取得による支出507百万円、差入保証金の

差入による支出139百万円があった一方、敷金及び保証金の回収による収入271百万円があったことが

その主な要因であります。 
  

財務活動の結果獲得した資金は、244百万円（前期は4百万円の獲得）となりました。これは、短期

借入金の増加250百万円があったことがその要因であります。 
  

 
(注)  自己資本：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
１．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 
２．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており
ます。 

３．営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による
キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を使用しております。 

４．平成18年３月期、平成19年３月期及び平成20年３月期、平成22年３月期におけるキャッシュ・フロー対有利
子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載して
おりません。 

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

（負債）

（純資産）

② キャッシュ・フローの分析

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

自己資本比率 23.0% △16.9% △0.7% 78.9% 65.8%

時価ベースの自己資本比率 337.9% 67.9% 135.6% 131.2% 103.0%

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率

─ ─ ─ 97.8% ─

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ

─ ─ ─ 11.9倍 ─
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(訂正前) 

  

4.【連結財務諸表】

(1)【連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 811,172 331,597

受取手形及び売掛金 750,836 602,484

有価証券 － 60,000

たな卸資産 ※1 81,807 ※1 109,949

短期貸付金 41,915 31,775

繰延税金資産 2,200 2,655

その他 74,188 103,099

貸倒引当金 △3,584 △84,931

流動資産合計 1,758,535 1,156,629

固定資産

有形固定資産

建物 71,271 51,256

減価償却累計額 △29,525 △5,314

建物（純額） 41,746 45,942

工具、器具及び備品 395,742 337,767

減価償却累計額 △281,204 △254,847

工具、器具及び備品（純額） 114,537 82,920

リース資産 139,392 280,754

有形固定資産合計 295,675 409,617

無形固定資産

ソフトウエア 99,903 306,135

ソフトウエア仮勘定 291,576 282,513

のれん 853,768 750,513

リース資産 4,910 3,473

その他 180 255

無形固定資産合計 1,250,339 1,342,891

投資その他の資産

投資有価証券 268,552 218,209

長期貸付金 465,320 533,183

繰延税金資産 32,348 19,612

差入保証金 253,777 139,796

その他 23,471 9,269

貸倒引当金 △489,483 △533,183

投資その他の資産合計 553,988 386,887

固定資産合計 2,100,003 2,139,396

資産合計 3,858,539 3,296,026
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 247,714 219,786

短期借入金 100,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 5,010 －

リース債務 33,807 101,319

未払法人税等 28,930 3,497

ポイント引当金 － 2,074

その他 164,738 151,161

流動負債合計 580,200 827,839

固定負債

リース債務 121,747 218,350

繰延税金負債 － 3,142

退職給付引当金 73,150 52,395

債務保証損失引当金 40,000 15,924

その他 1,679 5,241

固定負債合計 236,576 295,053

負債合計 816,777 1,122,893

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 3,811,426

資本剰余金 3,737,502 3,737,502

利益剰余金 △4,505,637 △5,379,309

自己株式 △3,501 △3,501

株主資本合計 3,039,789 2,166,117

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － 4,580

為替換算調整勘定 － 463

評価・換算差額等合計 － 5,043

新株予約権 1,972 1,972

純資産合計 3,041,761 2,173,133

負債純資産合計 3,858,539 3,296,026
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 811,172 331,597

受取手形及び売掛金 750,836 602,484

有価証券 － 60,000

たな卸資産 ※1 81,807 ※1 109,949

短期貸付金 41,915 31,775

繰延税金資産 2,200 2,655

その他 74,188 108,571

貸倒引当金 △3,584 △84,931

流動資産合計 1,758,535 1,162,102

固定資産

有形固定資産

建物 71,271 51,256

減価償却累計額 △29,525 △5,314

建物（純額） 41,746 45,942

工具、器具及び備品 395,742 337,767

減価償却累計額 △281,204 △254,847

工具、器具及び備品（純額） 114,537 82,920

リース資産 153,704 337,604

減価償却累計額 △14,311 △56,849

リース資産（純額） 139,392 280,754

有形固定資産合計 295,675 409,617

無形固定資産

ソフトウエア 99,903 306,135

ソフトウエア仮勘定 291,576 282,513

のれん 853,768 750,513

リース資産 4,910 3,473

その他 180 255

無形固定資産合計 1,250,339 1,342,891

投資その他の資産

投資有価証券 268,552 218,209

長期貸付金 465,320 533,183

繰延税金資産 32,348 19,612

差入保証金 253,777 139,796

その他 23,471 9,269

貸倒引当金 △489,483 △533,183

投資その他の資産合計 553,988 386,887

固定資産合計 2,100,003 2,139,396

資産合計 3,858,539 3,301,498
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 247,714 219,786

短期借入金 100,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 5,010 －

リース債務 33,807 101,319

未払法人税等 26,654 3,497

ポイント引当金 － 2,074

その他 161,542 151,161

流動負債合計 574,728 827,839

固定負債

リース債務 121,747 218,350

繰延税金負債 － 3,142

退職給付引当金 73,150 52,395

債務保証損失引当金 40,000 15,924

その他 1,679 5,241

固定負債合計 236,576 295,053

負債合計 811,305 1,122,893

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 3,811,426

資本剰余金 3,737,502 3,737,502

利益剰余金 △4,500,164 △5,373,837

自己株式 △3,501 △3,501

株主資本合計 3,045,262 2,171,589

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － 4,580

為替換算調整勘定 － 463

評価・換算差額等合計 － 5,043

新株予約権 1,972 1,972

純資産合計 3,047,234 2,178,605

負債純資産合計 3,858,539 3,301,498
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(訂正前) 

  

(2)【連結損益計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 6,055,069 4,347,517

売上原価 ※1 4,860,030 ※1 3,869,750

売上総利益 1,195,039 477,767

販売費及び一般管理費

役員報酬 137,715 123,179

給料及び手当 328,288 287,622

減価償却費 22,448 17,363

退職給付費用 2,383 4,064

貸倒引当金繰入額 3,885 987

支払手数料 94,585 69,720

研究開発費 104,450 3,716

のれん償却額 103,255 103,255

その他 355,212 301,692

販売費及び一般管理費合計 ※1 1,152,226 ※1 911,600

営業利益又は営業損失（△） 42,813 △433,833

営業外収益

受取利息 2,304 1,242

為替差益 － 74

負ののれん償却額 20,974 －

その他 8,735 7,348

営業外収益合計 32,014 8,665

営業外費用

支払利息 8,960 7,442

株式交付費 15,234 －

貸倒引当金繰入額 － 58,557

その他 3,190 6,067

営業外費用合計 27,385 72,066

経常利益又は経常損失（△） 47,442 △497,234

特別利益

固定資産売却益 ※2 925 ※2 3

投資有価証券売却益 70,308 7,043

貸倒引当金戻入額 － 939

違約金収入 11,664 －

その他 6,112 －

特別利益合計 89,009 7,986

― 12 ―



 

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

特別損失

投資有価証券評価損 22,139 15,000

貸倒引当金繰入額 3,047 －

製品評価損 5,313 －

固定資産除却損 ※3 117,852 ※3 8,417

減損損失 ※4 105,366 －

本社移転費用 － ※5 92,746

ソフトウエア評価損 － 225,703

その他 14,444 11,466

特別損失合計 268,164 353,334

税金等調整前当期純損失（△） △131,712 △842,582

法人税、住民税及び事業税 48,254 18,809

法人税等調整額 147,733 12,280

法人税等合計 195,987 31,089

当期純損失（△） △327,700 △873,672
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 6,050,989 4,347,517

売上原価 ※1 4,807,610 ※1 3,869,750

売上総利益 1,243,379 477,767

販売費及び一般管理費

役員報酬 137,715 123,179

給料及び手当 328,288 287,622

減価償却費 22,448 17,363

退職給付費用 2,383 4,064

貸倒引当金繰入額 3,885 987

支払手数料 94,585 69,720

研究開発費 104,450 3,716

のれん償却額 103,255 103,255

その他 355,212 301,692

販売費及び一般管理費合計 ※1 1,152,226 ※1 911,600

営業利益又は営業損失（△） 91,152 △433,833

営業外収益

受取利息 2,304 1,242

為替差益 － 74

負ののれん償却額 20,974 －

その他 8,735 7,348

営業外収益合計 32,014 8,665

営業外費用

支払利息 8,960 7,442

株式交付費 15,234 －

貸倒引当金繰入額 － 58,557

その他 3,190 6,067

営業外費用合計 27,385 72,066

経常利益又は経常損失（△） 95,781 △497,234

特別利益

固定資産売却益 ※2 925 ※2 3

投資有価証券売却益 70,308 7,043

貸倒引当金戻入額 － 939

違約金収入 11,664 －

その他 6,112 －

特別利益合計 89,009 7,986
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

特別損失

投資有価証券評価損 22,139 15,000

貸倒引当金繰入額 3,047 －

製品評価損 5,313 －

固定資産除却損 ※3 69,096 ※3 8,417

減損損失 ※4 105,366 －

本社移転費用 － ※5 92,746

ソフトウエア評価損 － 225,703

その他 14,444 11,466

特別損失合計 219,408 353,334

税金等調整前当期純損失（△） △34,617 △842,582

法人税、住民税及び事業税 48,254 18,809

法人税等調整額 147,733 12,280

法人税等合計 195,987 31,089

当期純損失（△） △230,605 △873,672
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(訂正前) 

  

(3)【連結株主資本等変動計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 2,161,434 3,811,426

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

前期末残高 2,087,511 3,737,502

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

前期末残高 △4,177,936 △4,505,637

当期変動額

当期純損失（△） △327,700 △873,672

当期変動額合計 △327,700 △873,672

当期末残高 △4,505,637 △5,379,309

自己株式

前期末残高 △3,357 △3,501

当期変動額

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 △143 －

当期末残高 △3,501 △3,501

株主資本合計

前期末残高 67,651 3,039,789

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △327,700 △873,672

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 2,972,138 △873,672

当期末残高 3,039,789 2,166,117
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △3,261 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,261 4,580

当期変動額合計 3,261 4,580

当期末残高 － 4,580

為替換算調整勘定

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

－ 463

当期変動額合計 － 463

当期末残高 － 463

評価・換算差額等合計

前期末残高 △3,261 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,261 5,043

当期変動額合計 3,261 5,043

当期末残高 － 5,043

新株予約権

前期末残高 － 1,972

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,972 －

当期変動額合計 1,972 －

当期末残高 1,972 1,972

少数株主持分

前期末残高 6,483 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △6,483 －

当期変動額合計 △6,483 －

当期末残高 － －

純資産合計

前期末残高 70,874 3,041,761

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △327,700 △873,672

自己株式の取得 △143 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,250 5,043

当期変動額合計 2,970,887 △868,628

当期末残高 3,041,761 2,173,133
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 2,161,434 3,811,426

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

前期末残高 2,087,511 3,737,502

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

前期末残高 △4,269,559 △4,500,164

当期変動額

当期純損失（△） △230,605 △873,672

当期変動額合計 △230,605 △873,672

当期末残高 △4,500,164 △5,373,837

自己株式

前期末残高 △3,357 △3,501

当期変動額

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 △143 －

当期末残高 △3,501 △3,501

株主資本合計

前期末残高 △23,971 3,045,262

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △230,605 △873,672

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 3,069,233 △873,672

当期末残高 3,045,262 2,171,589
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △3,261 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,261 4,580

当期変動額合計 3,261 4,580

当期末残高 － 4,580

為替換算調整勘定

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

－ 463

当期変動額合計 － 463

当期末残高 － 463

評価・換算差額等合計

前期末残高 △3,261 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,261 5,043

当期変動額合計 3,261 5,043

当期末残高 － 5,043

新株予約権

前期末残高 － 1,972

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,972 －

当期変動額合計 1,972 －

当期末残高 1,972 1,972

少数株主持分

前期末残高 6,483 －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △6,483 －

当期変動額合計 △6,483 －

当期末残高 － －

純資産合計

前期末残高 △20,748 3,047,234

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △230,605 △873,672

自己株式の取得 △143 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,250 5,043

当期変動額合計 3,067,982 △868,628

当期末残高 3,047,234 2,178,605
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(訂正前) 

  

(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 △131,712 △842,582

減価償却費 379,659 185,834

減損損失 105,366 －

のれん償却額 103,255 103,255

負ののれん償却額 △20,974 －

貸倒損失 1,578 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,225 82,680

賞与引当金の増減額（△は減少） △65,808 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） － △3,318

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △42,367 △24,076

受取利息及び受取配当金 △2,922 △1,322

支払利息 8,960 7,442

株式交付費 15,234 －

固定資産売却損益（△は益） △925 △3

投資有価証券売却損益（△は益） △70,308 △7,043

投資有価証券評価損益（△は益） 22,139 15,000

固定資産除却損 117,852 8,417

債権売却損 3,075 －

移転費用 － 43,006

ソフトウエア評価損 － 225,703

製品評価損 5,313 －

売上債権の増減額（△は増加） △246,510 126,858

たな卸資産の増減額（△は増加） 118,609 △28,142

仕入債務の増減額（△は減少） 48,737 △38,755

その他 △52,921 △41,437

小計 297,556 △188,482

利息及び配当金の受取額 2,976 1,322

利息の支払額 △9,037 △7,784

法人税等の還付額 11,047 －

法人税等の支払額 △195,170 △39,675

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,371 △234,619
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,768 △88,114

有形固定資産の売却による収入 3,500 491

無形固定資産の取得による支出 △296,910 △507,194

差入保証金の差入による支出 － △139,796

敷金及び保証金の回収による収入 － 271,989

投資有価証券の取得による支出 △3,505 △30,486

投資有価証券の売却による収入 138,408 20,596

定期預金の払戻による収入 25,000 －

関係会社株式の売却による収入 － 10,000

貸付けによる支出 △540 △10,048

貸付金の回収による収入 11,918 10,330

子会社株式の取得による支出 △6,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

※2 △1,205,713 －

事業譲受による支出 － ※3 △18,173

その他 △19,524 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,388,134 △480,407

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △9,996 △5,010

社債の発行による収入 200,000 －

社債の償還による支出 △3,420,000 －

株式の発行による収入 3,284,748 －

自己株式の取得による支出 △132 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,620 244,990

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 463

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,276,142 △469,573

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314 811,172

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △10,000

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 811,172 ※1 331,598
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △34,617 △842,582

減価償却費 331,320 185,834

減損損失 105,366 －

のれん償却額 103,255 103,255

負ののれん償却額 △20,974 －

貸倒損失 1,578 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,225 82,680

賞与引当金の増減額（△は減少） △65,808 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） － △3,318

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △42,367 △24,076

受取利息及び受取配当金 △2,922 △1,322

支払利息 8,960 7,442

株式交付費 15,234 －

固定資産売却損益（△は益） △925 △3

投資有価証券売却損益（△は益） △70,308 △7,043

投資有価証券評価損益（△は益） 22,139 15,000

固定資産除却損 69,096 8,417

債権売却損 3,075 －

移転費用 － 43,006

ソフトウエア評価損 － 225,703

製品評価損 5,313 －

売上債権の増減額（△は増加） △246,510 126,858

たな卸資産の増減額（△は増加） 118,609 △28,142

仕入債務の増減額（△は減少） 48,737 △38,755

その他 △52,921 △41,437

小計 297,556 △188,482

利息及び配当金の受取額 2,976 1,322

利息の支払額 △9,037 △7,784

法人税等の還付額 11,047 －

法人税等の支払額 △195,170 △39,675

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,371 △234,619
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,768 △88,114

有形固定資産の売却による収入 3,500 491

無形固定資産の取得による支出 △296,910 △507,194

差入保証金の差入による支出 － △139,796

敷金及び保証金の回収による収入 － 271,989

投資有価証券の取得による支出 △3,505 △30,486

投資有価証券の売却による収入 138,408 20,596

定期預金の払戻による収入 25,000 －

関係会社株式の売却による収入 － 10,000

貸付けによる支出 △540 △10,048

貸付金の回収による収入 11,918 10,330

子会社株式の取得による支出 △6,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

※2 △1,205,713 －

事業譲受による支出 － ※3 △18,173

その他 △19,524 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,388,134 △480,407

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △9,996 △5,010

社債の発行による収入 200,000 －

社債の償還による支出 △3,420,000 －

株式の発行による収入 3,284,748 －

自己株式の取得による支出 △132 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,620 244,990

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 463

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,276,142 △469,573

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314 811,172

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △10,000

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 811,172 ※1 331,598
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（訂正前） 

 
  

（8）【連結財務諸表に関する注記事項】

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

 

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発
費は、次のとおりであります。

一般管理費 104,450千円
 

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発
費は、次のとおりであります。

一般管理費 3,716千円

 

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりでありま
す。

工具、器具及び備品 925千円

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま
す。

ソフトウェア 117,852千円

 

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりでありま
す。

工具、器具及び備品 3千円

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま
す。
工具、器具及び備品 7,582千円
ソフトウェア 834千円

   計 8,417千円

 

 

※４ 減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下

の資産グループについて減損損失を計上しまし
た。

（1）減損損失を認識した主な資産
場所 用途 種類

東京都品川区 事業資産 ソフトウェア
東京都港区 事業資産 ソフトウェア

（2）減損損失の認識に至った経緯
当社においては、今後の事業展開の見直し等によ

り、想定していた収益を見込めないと判断した事業
資産について、減損損失を認識しております。
連結子会社のＳＢＩテック株式会社においては、

対象資産の利用中止が予定されており、資産計上額
に見合う将来収益獲得額が見込めないため、減損損
失を認識しております。

（3）減損損失の金額

ソフトウェア 105,366千円

計 105,366千円

────────────

（4）資産のグルーピングの方法
当社グループは減損会計の適用にあたり、事業資

産については管理会計上の区分ごと、遊休資産はそ
れぞれ個別の資産ごとに資産のグルーピングを行っ
ております。

 

（5）回収可能価額の算定方法
当社グループの回収可能価額は、使用価値を使用

しておりますが、以下のとおり将来キャッシュ・フ
ローが見込めない事業資産については、帳簿価額全
額を減損損失として計上しております。
当社においては、今後の事業展開の見直し等によ

り、一部の事業資産について将来キャッシュ・フロ
ーの合理的な見積りが困難であるため、使用価値＝
ゼロとしております。
ＳＢＩテック株式会社の事業資産については、今

後の収益獲得が見込めないため、使用価値＝ゼロと
しております。
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（訂正後） 

   
    

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

 

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発
費は、次のとおりであります。

一般管理費 104,450千円
 

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発
費は、次のとおりであります。

一般管理費 3,716千円

 

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりでありま
す。

工具、器具及び備品 925千円

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま
す。

ソフトウェア 69,096千円

 

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりでありま
す。

工具、器具及び備品 3千円

※３ 固定資産除却損の内容は、次のとおりでありま
す。
工具、器具及び備品 7,582千円
ソフトウェア 834千円

   計 8,417千円

 

 

※４ 減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下

の資産グループについて減損損失を計上しまし
た。

（1）減損損失を認識した主な資産
場所 用途 種類

東京都品川区 事業資産 ソフトウェア
東京都港区 事業資産 ソフトウェア

（2）減損損失の認識に至った経緯
当社においては、今後の事業展開の見直し等によ

り、想定していた収益を見込めないと判断した事業
資産について、減損損失を認識しております。
連結子会社のＳＢＩテック株式会社においては、

対象資産の利用中止が予定されており、資産計上額
に見合う将来収益獲得額が見込めないため、減損損
失を認識しております。

（3）減損損失の金額

ソフトウェア 105,366千円

計 105,366千円

────────────

（4）資産のグルーピングの方法
当社グループは減損会計の適用にあたり、事業資

産については管理会計上の区分ごと、遊休資産はそ
れぞれ個別の資産ごとに資産のグルーピングを行っ
ております。

 

（5）回収可能価額の算定方法
当社グループの回収可能価額は、使用価値を使用

しておりますが、以下のとおり将来キャッシュ・フ
ローが見込めない事業資産については、帳簿価額全
額を減損損失として計上しております。
当社においては、今後の事業展開の見直し等によ

り、一部の事業資産について将来キャッシュ・フロ
ーの合理的な見積りが困難であるため、使用価値＝
ゼロとしております。
ＳＢＩテック株式会社の事業資産については、今

後の収益獲得が見込めないため、使用価値＝ゼロと
しております。
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（訂正前） 

 
  

（税効果会計関係）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日)

当連結会計年度 
(平成22年３月31日)

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

 貸倒引当金否認 946千円

前渡金償却損金不算入額 3,876千円

未払事業税 7,169千円

製品評価損否認 136,446千円

その他 6,633千円

評価性引当額 △152,872千円

繰延税金資産計 2,200千円

 (固定資産)

繰越欠損金 1,497,042千円

固定資産償却超過額 94,979千円

減損損失否認 193,704千円

貸倒引当金否認 284,789千円

投資有価証券評価損否認 33,982千円

退職給付引当金否認 27,298千円

債務保証損失引当金否認 16,276千円

評価性引当額 △2,115,724千円

繰延税金資産計 32,348千円

繰延税金負債    ─ 千円

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

 貸倒引当金否認 32,602千円

 未払事業税 833千円

製品評価損否認 137,355千円

仕掛品評価損 823千円

未実現利益 2,579千円

その他 11,006千円

 小計 185,200千円

評価性引当額 △180,089千円

繰延税金負債(流動)との相殺 △2,455千円

繰延税金資産の純額 2,655千円

 (固定資産)

繰越欠損金 1,894,755千円

固定資産償却超過額 244,316千円

一括償却資産否認 1,669千円

貸倒引当金否認 216,952千円

投資有価証券評価損否認 24,389千円

退職給付引当金否認 19,612千円

債務保証損失引当金否認 6,479千円

その他 3,732千円

評価性引当額 △2,392,294千円

繰延税金資産計 19,612千円

繰延税金負債

（流動負債）

 仮払税金認定損 △2,455千円

 繰延税金資産(流動)との相殺 2,455千円

繰延税金負債計 －千円

(固定負債)

その他有価証券評価差額金 △3,142千円

繰延税金負債計  △3,142千円

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と

の差異の原因となった主な項目別の内訳

  課税所得が発生していないため、該当事項はありま

せん。

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と

の差異の原因となった主な項目別の内訳

同左
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（訂正後） 

 
  

  

¶新規に挿入された段落 

前連結会計年度 
(平成21年３月31日)

当連結会計年度 
(平成22年３月31日)

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

 貸倒引当金繰入超過額 244千円

前渡金償却損金不算入額 3,876千円

未払事業税 3,756千円

製品評価損否認 57,715千円

その他 ─

評価性引当額 △63,392千円

繰延税金資産計 2,200千円

 (固定資産)

繰越欠損金 1,451,252千円

固定資産償却超過額 16,529千円

減損損失否認 155,501千円

貸倒引当金繰入超過額 284,874千円

投資有価証券評価損否認 28,932千円

退職給付引当金否認 ─

債務保証損失引当金否認 16,276千円

評価性引当額 △1,921,018千円

繰延税金資産計 32,348千円

繰延税金負債    ─ 千円

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

 貸倒引当金繰入超過額 32,602千円

 未払事業税 833千円

製品評価損 57,602千円

仕掛品評価損 823千円

未実現利益 2,579千円

その他 11,006千円

 小計 105,447千円

評価性引当額 △99,546千円

繰延税金負債(流動)との相殺 △3,245千円

繰延税金資産の純額 2,655千円

 (固定資産)

繰越欠損金 1,811,257千円

固定資産償却 244,316千円

一括償却資産 1,669千円

貸倒引当金繰入超過額 216,952千円

投資有価証券評価損 24,389千円

退職給付引当金 19,612千円

債務保証損失引当金 6,479千円

その他 3,732千円

評価性引当額 △2,308,796千円

繰延税金資産計 19,612千円

繰延税金負債

（流動負債）

 仮払税金認定損 △3,245千円

 繰延税金資産(流動)との相殺 3,245千円

繰延税金負債計 －千円

(固定負債)

その他有価証券評価差額金 △3,142千円

繰延税金負債計  △3,142千円

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と

の差異の原因となった主な項目別の内訳

  課税所得が発生していないため、該当事項はありま

せん。

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と

の差異の原因となった主な項目別の内訳

同左
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(訂正前) 
  

 
(注) 算定上の基礎 

１.  １株当たり純資産額 

   
２.  １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 
  

（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

(自  平成20年４月１日
至  平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 7,276円28銭 5,197円06銭

１株当たり当期純損失 1,004円87銭 2,091円29銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

 

項目
前連結会計年度 

（平成21年３月31日)
当連結会計年度 

(平成22年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 3,041,761 2,173,133

普通株式に係る純資産額（千円） 3,039,789 2,171,161

差額の主な内訳（千円）

新株予約権 1,972 1,972

普通株式の発行済株式数（株） 417,798 417,798

普通株式の自己株式数（株） 31 31

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（株）

417,767 417,767

項目
前連結会計年度

(自  平成20年４月１日
至  平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

連結損益計算書上の当期純損失（千円） 327,700 873,672

普通株式に係る当期純損失（千円） 327,700 873,672

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 326,110 417,767

希薄効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり 
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権（新株予約権
の数91個）

新株予約権は、割当てら
れた者の退職等により平
成21年10月24日付で全部
消滅しております。
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(訂正後) 

  

 
(注) 算定上の基礎 

１.  １株当たり純資産額 

   
２.  １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 
  

項目
前連結会計年度

(自  平成20年４月１日
至  平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 7,289円38銭 5,210円16銭

１株当たり当期純損失 707円13銭 2,091円29銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益については、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

 

項目
前連結会計年度 

（平成21年３月31日)
当連結会計年度 

(平成22年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 3,047,234 2,178,605

普通株式に係る純資産額（千円） 3,045,262 2,176,633

差額の主な内訳（千円）

新株予約権 1,972 1,972

普通株式の発行済株式数（株） 417,798 417,798

普通株式の自己株式数（株） 31 31

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（株）

417,767 417,767

項目
前連結会計年度

(自  平成20年４月１日
至  平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

連結損益計算書上の当期純損失（千円） 230,605 873,672

普通株式に係る当期純損失（千円） 230,605 873,672

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 326,110 417,767

希薄効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり 
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権（新株予約権
の数91個）

新株予約権は、割当てら
れた者の退職等により平
成21年10月24日付で全部
消滅しております。
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(訂正前) 

  

5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 192,990 43,282

売掛金 ※1 61,573 ※1 85,208

有価証券 － 60,000

仕掛品 189 19,640

貯蔵品 805 －

前払費用 14,979 6,891

短期貸付金 1,850 1,585

その他 ※1 1,665 7,309

貸倒引当金 △809 △60,596

流動資産合計 273,244 163,320

固定資産

有形固定資産

建物 26,222 49,828

減価償却累計額 △16,261 △5,121

建物（純額） 9,960 44,706

工具、器具及び備品 81,597 32,335

減価償却累計額 △73,495 △25,671

工具、器具及び備品（純額） 8,101 6,664

有形固定資産合計 18,062 51,371

無形固定資産

ソフトウエア 17,936 12,651

ソフトウエア仮勘定 47 －

電話加入権 86 160

無形固定資産合計 18,069 12,812

投資その他の資産

投資有価証券 213,835 188,209

関係会社株式 2,255,804 2,196,804

関係会社長期貸付金 420,835 400,000

長期前払費用 6,000 5,000

差入保証金 99,041 138,312

貸倒引当金 △240,417 △210,417

投資その他の資産合計 2,755,099 2,717,908

固定資産合計 2,791,230 2,782,092

資産合計 3,064,474 2,945,412
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(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 ※1 13,143 50,673

短期借入金 － ※1 50,000

未払金 27,182 8,020

未払費用 1,353 4,473

未払法人税等 12,811 －

前受金 10,252 －

預り金 2,835 2,268

前受収益 － 8,022

ポイント引当金 － 2,074

その他 ※1 6,570 －

流動負債合計 74,148 125,532

固定負債

長期預り保証金 － ※1 111,562

繰延税金負債 － 3,142

固定負債合計 － 114,705

負債合計 74,148 240,237

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

資本準備金 3,533,814 3,533,814

その他資本剰余金 203,688 203,688

資本剰余金合計 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

利益準備金 100 100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △4,555,200 △4,844,932

利益剰余金合計 △4,555,100 △4,844,832

自己株式 △3,501 △3,501

株主資本合計 2,990,325 2,700,594

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － 4,580

評価・換算差額等合計 － 4,580

純資産合計 2,990,325 2,705,174

負債純資産合計 3,064,474 2,945,412
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 192,990 43,282

売掛金 ※1 61,573 ※1 85,208

有価証券 － 60,000

仕掛品 189 19,640

貯蔵品 805 －

前払費用 14,979 6,891

短期貸付金 1,850 1,585

その他 ※1 1,665 12,781

貸倒引当金 △809 △60,596

流動資産合計 273,244 168,792

固定資産

有形固定資産

建物 26,222 49,828

減価償却累計額 △16,261 △5,121

建物（純額） 9,960 44,706

工具、器具及び備品 81,597 32,335

減価償却累計額 △73,495 △25,671

工具、器具及び備品（純額） 8,101 6,664

有形固定資産合計 18,062 51,371

無形固定資産

ソフトウエア 17,936 12,651

ソフトウエア仮勘定 47 －

電話加入権 86 160

無形固定資産合計 18,069 12,812

投資その他の資産

投資有価証券 213,835 188,209

関係会社株式 2,255,804 2,196,804

関係会社長期貸付金 420,835 400,000

長期前払費用 6,000 5,000

差入保証金 99,041 138,312

貸倒引当金 △240,417 △210,417

投資その他の資産合計 2,755,099 2,717,908

固定資産合計 2,791,230 2,782,092

資産合計 3,064,474 2,950,884
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(単位：千円)

前事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 ※1 13,143 50,673

短期借入金 － ※1 50,000

未払金 27,182 8,020

未払費用 1,353 4,473

未払法人税等 10,535 －

前受金 10,252 －

預り金 2,835 2,268

前受収益 － 8,022

ポイント引当金 － 2,074

その他 ※1 3,374 －

流動負債合計 68,676 125,532

固定負債

長期預り保証金 － ※1 111,562

繰延税金負債 － 3,142

固定負債合計 － 114,705

負債合計 68,676 240,237

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

資本準備金 3,533,814 3,533,814

その他資本剰余金 203,688 203,688

資本剰余金合計 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

利益準備金 100 100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △4,549,728 △4,839,459

利益剰余金合計 △4,549,628 △4,839,359

自己株式 △3,501 △3,501

株主資本合計 2,995,798 2,706,066

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － 4,580

評価・換算差額等合計 － 4,580

純資産合計 2,995,798 2,710,647

負債純資産合計 3,064,474 2,950,884

― 33 ―



(訂正前) 

  

(2)【損益計算書】

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 ※1 376,478 ※1 548,068

売上原価 355,047 452,707

売上総利益 21,430 95,361

販売費及び一般管理費

役員報酬 35,591 25,744

給料及び手当 126,073 116,947

法定福利費 8,561 13,873

消耗品費 3,278 3,468

地代家賃 37,022 32,719

減価償却費 14,456 7,522

貸倒引当金繰入額 2,158 987

通信費 4,138 5,067

租税公課 18,108 5,393

支払手数料 46,160 44,607

販売手数料 1,548 －

広告宣伝費 330 333

研究開発費 ※2 8,820 ※2 3,716

その他 32,375 26,619

販売費及び一般管理費合計 338,623 286,998

営業損失（△） △317,192 △191,637

営業外収益

受取利息 ※1 13,514 ※1 12,025

管理手数料収入 5,810 ※1 17,650

雑収入 3,384 2,430

営業外収益合計 22,709 32,105

営業外費用

支払利息 1,009 63

社債利息 981 －

株式交付費 15,234 －

貸倒引当金繰入額 － 28,800

債権売却損 3,075 －

雑損失 115 157

営業外費用合計 20,416 29,021

経常損失（△） △314,899 △188,552

特別利益

投資有価証券売却益 70,308 665

貸倒引当金戻入額 250 －

特別利益合計 70,558 665
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

特別損失

製品評価損 5,313 －

投資有価証券評価損 9,728 －

関係会社株式評価損 － 59,000

投資有価証券売却損 20 －

固定資産除却損 ※3 117,447 ※3 5,575

減損損失 ※4 26,276 －

本社移転費用 － ※5 35,749

特別損失合計 158,785 100,324

税引前当期純損失（△） △403,127 △288,212

法人税、住民税及び事業税 1,303 1,519

法人税等合計 1,303 1,519

当期純損失（△） △404,430 △289,731
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

売上高 ※1 372,398 ※1 548,068

売上原価 ※2 302,628 ※2 452,707

売上総利益 69,769 95,361

販売費及び一般管理費

役員報酬 35,591 25,744

給料及び手当 126,073 116,947

法定福利費 8,561 13,873

消耗品費 3,278 3,468

地代家賃 37,022 32,719

減価償却費 14,456 7,522

貸倒引当金繰入額 2,158 987

通信費 4,138 5,067

租税公課 18,108 5,393

支払手数料 46,160 44,607

販売手数料 1,548 －

広告宣伝費 330 333

研究開発費 ※2 8,820 ※2 3,716

その他 32,375 26,619

販売費及び一般管理費合計 338,623 286,998

営業損失（△） △268,853 △191,637

営業外収益

受取利息 ※1 13,514 ※1 12,025

管理手数料収入 5,810 ※1 17,650

雑収入 3,384 2,430

営業外収益合計 22,709 32,105

営業外費用

支払利息 1,009 63

社債利息 981 －

株式交付費 15,234 －

貸倒引当金繰入額 － 28,800

債権売却損 3,075 －

雑損失 115 157

営業外費用合計 20,416 29,021

経常損失（△） △266,559 △188,552

特別利益

投資有価証券売却益 70,308 665

貸倒引当金戻入額 250 －

特別利益合計 70,558 665
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

特別損失

製品評価損 5,313 －

投資有価証券評価損 9,728 －

関係会社株式評価損 － 59,000

投資有価証券売却損 20 －

固定資産除却損 ※3 68,691 ※3 5,575

減損損失 ※4 26,276 －

本社移転費用 － ※5 35,749

特別損失合計 110,030 100,324

税引前当期純損失（△） △306,032 △288,212

法人税、住民税及び事業税 1,303 1,519

法人税等合計 1,303 1,519

当期純損失（△） △307,336 △289,731

― 37 ―



(訂正前) 

  

(3)【株主資本等変動計算書】

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 2,161,434 3,811,426

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 1,883,823 3,533,814

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,533,814 3,533,814

その他資本剰余金

前期末残高 203,688 203,688

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 203,688 203,688

資本剰余金合計

前期末残高 2,087,511 3,737,502

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 100 100

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 100 100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △4,150,770 △4,555,200

当期変動額

当期純損失（△） △404,430 △289,731

当期変動額合計 △404,430 △289,731

当期末残高 △4,555,200 △4,844,932

利益剰余金合計

前期末残高 △4,150,670 △4,555,100
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

当期変動額

当期純損失（△） △404,430 △289,731

当期変動額合計 △404,430 △289,731

当期末残高 △4,555,100 △4,844,832

自己株式

前期末残高 △3,357 △3,501

当期変動額

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 △143 －

当期末残高 △3,501 △3,501

株主資本合計

前期末残高 94,918 2,990,325

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △404,430 △289,731

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 2,895,407 △289,731

当期末残高 2,990,325 2,700,594

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 4,580

当期変動額合計 － 4,580

当期末残高 － 4,580

純資産合計

前期末残高 94,918 2,990,325

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △404,430 △289,731

自己株式の取得 △143 －

評価・換算差額等 － 4,580

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 4,580

当期変動額合計 2,895,407 △285,150

当期末残高 2,990,325 2,705,174
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(訂正後) 

  

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 2,161,434 3,811,426

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,811,426 3,811,426

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 1,883,823 3,533,814

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,533,814 3,533,814

その他資本剰余金

前期末残高 203,688 203,688

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 203,688 203,688

資本剰余金合計

前期末残高 2,087,511 3,737,502

当期変動額

新株の発行 1,649,991 －

当期変動額合計 1,649,991 －

当期末残高 3,737,502 3,737,502

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 100 100

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 100 100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △4,242,392 △4,549,728

当期変動額

当期純損失（△） △307,336 △289,731

当期変動額合計 △307,336 △289,731

当期末残高 △4,549,728 △4,839,459
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
 至 平成22年３月31日)

利益剰余金合計

前期末残高 △4,242,292 △4,549,628

当期変動額

当期純損失（△） △307,336 △289,731

当期変動額合計 △307,336 △289,731

当期末残高 △4,549,628 △4,839,359

自己株式

前期末残高 △3,357 △3,501

当期変動額

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 △143 －

当期末残高 △3,501 △3,501

株主資本合計

前期末残高 3,295 2,995,798

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △307,336 △289,731

自己株式の取得 △143 －

当期変動額合計 2,992,502 △289,731

当期末残高 2,995,798 2,706,066

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 4,580

当期変動額合計 － 4,580

当期末残高 － 4,580

純資産合計

前期末残高 3,295 2,995,798

当期変動額

新株の発行 3,299,982 －

当期純損失（△） △307,336 △289,731

自己株式の取得 △143 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 4,580

当期変動額合計 2,992,502 △285,150

当期末残高 2,995,798 2,710,647
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(訂正前) 

 

   
  

（7）【個別財務諸表に関する注記事項】

（損益計算書関係）

前事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

 

※１  各科目に含まれている関係会社に対する主な内容
は、次のとおりであります。

売上高 174,296千円

受取利息 13,047千円

 

※１  各科目に含まれている関係会社に対する主な内容
は、次のとおりであります。

売上高 295,329千円

受取利息 11,982千円

管理手数料収入 14,730千円

※２ 研究開発費の総額
 一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究
開発費

8,820千円

※２ 研究開発費の総額
 一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究
開発費

3,716千円

 

※３ 固定資産除却損
ソフトウェア 117,447千円

 

※３ 固定資産除却損
工具、器具及び備品 4,530千円

ソフトウェア 1,044千円

  合計 5,575千円

 

 

※４ 減損損失
 当事業年度において、当社は以下の資産グルー
プについて減損損失を計上しました。

（1）減損損失を認識した主な資産
場所 用途 種類

東京都品川区 事業資産 ソフトウェア
（2）減損損失の認識に至った経緯

今後の事業展開の見直し等により、想定してい
た収益を見込めないと判断した事業資産について、
減損損失を認識しております。

（3）減損損失の金額

ソフトウェア 26,276千円

計 26,276千円

────────────

（4）資産のグルーピングの方法
当社は減損会計の適用にあたり、事業資産につ

いては管理会計上の区分ごと、遊休資産はそれぞれ
個別の資産ごとに資産のグルーピングを行っており
ます。

（5）回収可能価額の算定方法
当社の回収可能価額は使用価値を使用しており

ますが、一部の事業資産については、今後の事業展
開の見直し等により、将来キャッシュ・フローの合
理的な見積りが困難であるため、使用価値＝ゼロと
しております。

 

※５ 本社移転費用
当事業年度において、当社は本社移転に伴い費

用を計上しました。内訳は以下のとおりでありま
す。

固定資産除却損
建物付属設備 10,807千円

ソフトウェア 240千円

小 計 11,047千円
原状回復費用 23,642千円
引越し費用 1,060千円

合 計 35,749千円
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（訂正後） 

 

 
  

前事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

 

※１  各科目に含まれている関係会社に対する主な内容
は、次のとおりであります。

売上高 174,296千円

受取利息 13,047千円

 

※１  各科目に含まれている関係会社に対する主な内容
は、次のとおりであります。

売上高 295,329千円

受取利息 11,982千円

管理手数料収入 14,730千円

※２ 研究開発費の総額
 一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究
開発費

8,820千円

※２ 研究開発費の総額
 一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究
開発費

3,716千円

 

※３ 固定資産除却損
ソフトウェア 68,691千円

 

※３ 固定資産除却損
工具、器具及び備品 4,530千円

ソフトウェア 1,044千円

  合計 5,575千円

 

 

※４ 減損損失
 当事業年度において、当社は以下の資産グルー
プについて減損損失を計上しました。

（1）減損損失を認識した主な資産
場所 用途 種類

東京都品川区 事業資産 ソフトウェア
（2）減損損失の認識に至った経緯

今後の事業展開の見直し等により、想定してい
た収益を見込めないと判断した事業資産について、
減損損失を認識しております。

（3）減損損失の金額

ソフトウェア 26,276千円

計 26,276千円

────────────

（4）資産のグルーピングの方法
当社は減損会計の適用にあたり、事業資産につ

いては管理会計上の区分ごと、遊休資産はそれぞれ
個別の資産ごとに資産のグルーピングを行っており
ます。

（5）回収可能価額の算定方法
当社の回収可能価額は使用価値を使用しており

ますが、一部の事業資産については、今後の事業展
開の見直し等により、将来キャッシュ・フローの合
理的な見積りが困難であるため、使用価値＝ゼロと
しております。

 

※５ 本社移転費用
当事業年度において、当社は本社移転に伴い費

用を計上しました。内訳は以下のとおりでありま
す。

固定資産除却損
建物付属設備 10,807千円

ソフトウェア 240千円

小 計 11,047千円
原状回復費用 23,642千円
引越し費用 1,060千円

合 計 35,749千円
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（訂正前） 

 
  

（税効果会計関係）

前事業年度 
(平成21年３月31日)

当事業年度 
(平成22年３月31日)

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

前渡金償却損金不算入額 3,876千円

貸倒引当金否認 244千円

未払事業税 4,546千円

製品評価損 136,446千円

評価性引当額 △145,113千円

繰延税金資産計 －千円

（固定資産）

繰越欠損金 1,443,411千円

貸倒引当金否認 97,825千円

投資有価証券評価損否認 61,276千円

固定資産償却超過額 15,558千円

減損損失否認 157,543千円

評価性引当額 △1,775,615千円

繰延税金資産計 －千円

繰延税金負債 －千円
 

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

貸倒引当金否認 24,656千円

製品評価損 137,355千円

その他 1,367千円

 小計 163,378千円

評価性引当額 △161,641千円

繰延税金負債(流動)との相殺 △1,736千円

繰延税金資産の純額 －千円

（固定資産）

繰越欠損金 1,661,002千円

貸倒引当金否認 85,618千円

投資有価証券評価損否認 74,636千円

固定資産償却超過額 99,063千円

その他 44千円

評価性引当額 △1,920,366千円

繰延税金資産計 －千円

繰延税金負債

（流動負債）

仮払税金認定損 △1,736千円

繰延税金資産(流動)との相殺 1,736千円

繰延税金負債計 －千円

（固定負債）

その他有価証券評価差額金 △3,142千円

繰延税金負債計 △3,142千円
 

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と
の差異の原因となった主な項目別の内訳

   課税所得が発生していないため、該当事項はあり
ません。

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と
の差異の原因となった主な項目別の内訳

同左
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(訂正後) 

 
  

前事業年度 
(平成21年３月31日)

当事業年度 
(平成22年３月31日)

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

前渡金償却損金不算入額 3,876千円

貸倒引当金繰入超過額 244千円

未払事業税 3,756千円

製品評価損 57,715千円

評価性引当額 △65,592千円

繰延税金資産計 －千円

（固定資産）

繰越欠損金 1,436,995千円

貸倒引当金繰入超過額 97,991千円

投資有価証券評価損否認 61,276千円

固定資産償却超過額 15,558千円

減損損失否認 155,501千円

評価性引当額 △1,767,242千円

繰延税金資産計 －千円

繰延税金負債 －千円
 

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産

 (流動資産)

貸倒引当金繰入超過額 24,656千円

製品評価損 57,602千円

その他 1,367千円

 小計 83,626千円

評価性引当額 △81,099千円

繰延税金負債(流動)との相殺 △2,527千円

繰延税金資産の純額 －千円

（固定資産）

繰越欠損金 1,577,504千円

貸倒引当金繰入超過額 85,618千円

投資有価証券評価損 74,636千円

固定資産償却 99,063千円

その他 44千円

評価性引当額 △1,836,868千円

繰延税金資産計 －千円

繰延税金負債

（流動負債）

仮払税金認定損 △2,527千円

繰延税金資産(流動)との相殺 2,527千円

繰延税金負債計 －千円

（固定負債）

その他有価証券評価差額金 △3,142千円

繰延税金負債計 △3,142千円
 

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と
の差異の原因となった主な項目別の内訳

   課税所得が発生していないため、差異の原因につ
いては注記しておりません。

２ 法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担率と
の差異の原因となった主な項目別の内訳

同左
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(訂正前) 

 
(注) 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額 

   

２. １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 
  

（１株当たり情報）

項目
前事業年度

(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 7,157円88銭 6,475円31銭

１株当たり当期純損失 1,240円16銭 693円52銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
については、１株当たり当期純損失であ
るため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
については、１株当たり当期純損失であ
るため記載しておりません。

項目
前事業年度 

（平成21年３月31日)
当事業年度 

(平成22年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 2,990,325 2,705,174

普通株式に係る純資産額（千円） 2,990,325 2,705,174

普通株式の発行済株式数（株） 417,798 417,798

普通株式の自己株式数（株） 31 31

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（株）

417,767 417,767

項目
前事業年度

(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

損益計算書上の当期純損失（千円） 404,430 289,731

普通株式に係る当期純損失（千円） 404,430 289,731

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 326,110 417,767

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権（新株予約権
の数91個）

新株予約権は、割当てら
れた者の退職等により平
成21年10月24日付で全部
消滅しております。
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(訂正後) 

 
(注) 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額 

   

２. １株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 

項目
前事業年度

(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 7,170円97銭 6,488円41銭

１株当たり当期純損失 942円42銭 693円52銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
については、１株当たり当期純損失であ
るため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利益
については、１株当たり当期純損失であ
るため記載しておりません。

項目
前事業年度 

（平成21年３月31日)
当事業年度 

(平成22年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 2,995,798 2,710,647

普通株式に係る純資産額（千円） 2,995,798 2,710,647

普通株式の発行済株式数（株） 417,798 417,798

普通株式の自己株式数（株） 31 31

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（株）

417,767 417,767

項目
前事業年度

(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

損益計算書上の当期純損失（千円） 307,336 289,731

普通株式に係る当期純損失（千円） 307,336 289,731

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 326,110 417,767

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権（新株予約権
の数91個）

新株予約権は、割当てら
れた者の退職等により平
成21年10月24日付で全部
消滅しております。
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